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トウガラシ (Cajλ，'iUelln all l1 11lllll) は判'+1'1 の N~，~に

より ， 't:\則子1 のあるもの ~JJ， トウガラシ，又は、下トウガ

ラν(Redpepper， Hot pepper， Chilli pepper)と11子び，

-}j存在しないものを 11トウガラシ (Greenpepper， 

Sweet pepper)とlトFばれている。 liijliは村にその予l床'1'1:.

の存.fHこより， itHl， i信半味料用，そしてまた医薬用と
して五裂であり， [¥t界各地で広く紋附されている「ド物で

ある。

手1l1<11X:'ij'の;七14分析iLのii*L，(とあわせてその1災分合駐
の I71加を意、ISlした L~，l芸学ならびにfT積学的耐での研 J先

は，事iiーらの知る範凶では少なく，熊沢ら13)が本邦品簡

の生熊について，太U118， 19，21，22)は宇:1床成分の生理とj宣伝

について，また RAMANUJAM23) ば l白i 半~来性品簡の育成

について述へているにすぎない。

もi'~未成分についての化'芋的研'先は， lk くから数多く行

なわれ，手l床11立分の分離に成功し，さらに階造式が決'ぶ

され14，15，16)，capsaicinと名付けられた。 しかし!j、台;ら

は11)従米ーっとされていた capsaicinは三傾存在し

一方を capsaicinもう一万を dehydrocapsaicinと名{、1

，ttこO さらに BENNETTら1)は capsalcmがIi額以i二
の vanillylamideの似合体である事を示し，小'ITら12)

は最近 capsaicin1 II， VIの構造を決定している。また

その定量万法も味覚にたよると L、う不J(/.Eな刀法から化

常的に微々検討がIJI1えられ，最近では!録杜1ら3) のペーパ

ークロマトグラフを肘いた方法，小'11二ら 9，10)のパニリン
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比色j玄，及び紫外出i汲た度i1;，その他 BRAUER2)，KARA-

WYA8)， HEATH5)により多くの方i1、が報告されている。

トウガラシでの capSalcmの生成ならびに長杭r"i1Tii

.'.1~'J~内に限定されていることが NEUMANI7) によって

限仏ーされ，古谷ら4) は栄夫の隔日庄の全Jと面に水泡状を JI~

して分泌されていると述べている。 さらに太田21)は分

泌総下Jはflfil主および隔低下の細胞であると推定してい

る。 RAMANUJAMは capsaicin合量を決定する構1主要

素たる IJfì附での capsaicîn 合布率と JJfì庄の全*'j~におL 、

て占める;切合はそれぞれ独立にj宣伝することを述べて

いる。

~}J ， NEUMANI7)は，Jil.射性炭オ;トレーサ一法制自

いて capsalcmの生合成について報告しており，それaこ

よれば，I"J化された放射性炭素は2-3日後に Capsaicin

'1'に認められた。
さらに最近 BENNETTら1)は capsaicinがシキミ般

経路合経て合成される事を示唆している。従って caps-

aicinは合管素化合物である隙ア 7 イドであることから，

Yトウガラシと 11トウガラシの胎l'Ei二おける炭水化物代

謝ならびに需主主代，m)の相准が capsaicinの生成，蓄積，二

関j主しているものと思考される。

従って筆者らはI旬、ì~r床[l1:!絞ノ爪，廿!床性伏見 11 長，な

らびに大;t~lniこ)，..認するカリホノレニアワンダーの三品種を

用い，来!文;';1;，JJfl庄 l~i~での生長に{、ドう各部での CapS31ClD

生成消長の比較，及びJJfi庄での炭水化物宅ぷ化合物の

変化を比較杉I!~，t したので ffl告ーする。
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1， 果実の生長

(1) 生体重量・ iJ'、I武三川係での・収実， !.IU文， JJfiド1".，
及び，傾子 100t止の生体ITil立の変化を第 11当lに示した0

・ ~~'j~'11:でl主主仏師ともほほシグモイド /11/級生示してい

るが，ピークに達する JI'j'l切では/~~;ノ爪が開花筏 :10 L1，伏

見II'J三は4011，カリホノレニアワンダーは，oMj!j' ltJil::]内でl工

段品it討を小すに宅っていない。 ~~I主'H:においては -~~'H

'11:とほは同様の変化がみられる。)胎l正治f合ilド陪ろ坐ド t弔在に fお♂壬o¥，い、 vて亡(1は工三lA1J

干純重lは土tほま示i主:1011でピ一ク i二3主している。 手五 r-100 n'llで
は!能/爪，カリホノレニアワンダーは開花後30/1でピーク

iニ)fL， {犬t，l.l!'lミでは 40LIである。
(2) 乾物重量: Ijhぷ三品何でのー果実， ~~I主， JJfiド11::.，

Aえび符，-c.100 t:iの乾物 IRI主の変化~;:f~ :2凶に il~ した。

-J.!~，)~ iP~では!民/爪ーカリホノレニアワンダーは 1悶í't!m 
間内ではu'i線的にWl!J日が縦統する傾向がみられるが，伏

見 In~は I)f] 化後 4011 でピークに迷 L ている。架!主では

!際ノ爪l工:¥011以後のi行加泣が減少し，伏凡1I長は40H 

でピーク iこ達しているが，カリホノレニアワンダーは{火然

別加lの傾1~付制れ、ている。 )]rì仰では Ir，~ノ爪が開 IElを :10

11.伏見11'J之は 4011でほほピークにy主しているが，カリ

ホノレニアワンダーはゆるや泊、/注射加ががひ、ている。係二f

1似)N'Fにおいては!民/J1し 伏見 In~ とも J司 ~l哲]li司では

Jl再加の傾/t，]tJ中t/cくが，カリホ Jレニアワンダ-1土昨日Uを40

FIで別加が作止している。

2， Capsaicin 

(1) 果実全体に含まれる Capsaicin 供ぷ三ill1純で

の '~'Kに合まれる Capsaicin の合布ギ及び合布 f立の

変化合第:11苅に7J、した。

実験結果

(!hぷ1111絹11，1民ノ爪川係併に属する!際/']¥，伏見H長

併の伏見廿長，制 fトウガラシ併に腕するカリホノレニア

ワンダーの三lilt純である。

1967年 5凡4fIにhf¥附 L，6)j 1911に移hrlした。|洞

化始めは際/爪が7月24/1，伏見 ij'長は 7)] 16日，ヵ

リホ Jレニアワンダーは8月1011で，三品係ともほほ開化

のJWiった 8Jl 18 111ニ開化'1'の化に対し，仔lih締約200化

つっち糸で標，i伎をつけた。以後 10日おきに収穫しすな

わち8Jl 27日、 9)]7日， 9月17口， 9月2711， 10)]

7111二収穫したものをそれぞれ開化後 1011， 20 11， :¥0 

1/， 40 ll， 50 11，の材料としてlU(，1Zえった。なお1佼/11¥.1二

IゴL、ては開化後6011迄収磁を行なった。

以怪した忠実は凶;ちに生体重をiWI~乏した彼， JÁ~I丸

llfìl仇附子部に分離し，各々の'tf本 iji;，乾物，fi~ を測定

Ltニ。

*r主及びJJfi附について capsaicin含有ギ全， 11fii'i.(の乾
物，二ついては，常ぷ化合物及ひi1<Jj(.化物合有本を測'Ji

実験材料及び方法

した。

笠ぶ化合物についてはアルコール "1if~却をJ1f 浴態雫

孔司、f千七'ii¥を司、{fi態宅三十jとして， セミミクロケノレダーノレ

法で'，r註した。

!犬;j(化物については 80%熱アルコーノレ抽出物iこっき

全糖，還元糖生 Somogie司Nelson il~で ;AiJf註 L 司その JE

合Jj:j立JC糖として glucose 員で表わした。

capsaicinについては，段近小菅ら11，12)， BENNETTら1)

はいままでー隔のみとされてきたトウガラシ -'t~床成分に

異1'1体のある事会見IUしたが，本実験の;ぬ凶では総量と

Lて倣うためト'i'i;ら9) のパニリン比色i去によった。
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第 2図 乾物i京区の変化
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第 3図 果実'1'の Capsaicinの変化

!民ノ爪での合十ji*は|刻化筏 30-401¥に白川11が一担作

1トーするが，その後fl}びIN力11の傾I(村、みられ，合千f~t(，二段

T，i: Lた場fTもほほ[nj様の傾向が認められた。伏見11長及

びカリホノレニアワンダーではl'jに大きな変化はなく，合

釘本はほぼ O.O:l%以下と作少であって，合平T7去に挽'f，{し

た!1占fTも:¥01-1以降の炉内加はほとんとみられない。

(2) 果皮に含まれる Capsaicin: í}\~式三fill符I での~~

)主に合まれる Capsaicinの合有率し合右足の変化を沼4

I~liこ 1IミLtニ。

~1T本においてはW:.~ ノ爪は開花後 40-501=1に fiTl将

力11泊、λられる以外はwiんど変化がみられず，伏見tI長，

カリホノレニアワンダーに加いてもほほ同様で，変化は

ない。7t1f~立に f北、ては1低/爪は開化iを 401\ まで徐々

に憎1mL， t別化後40-50¥1 iこりlらかな憎加がみとめら

れる。

~)j カリホ Jレニアワンダーは 20 LI 以降，伏見 IJJ宅で

は :~O r ¥以降の地加はみられない。

(3) 胎座に含まれる Capsaicin 供試三ilJ1樋での胎

慌に合まれる Capsaicinß有率及ひ合布匿の変化~1l

51Sl1こ元、しfニ。

合オ]一本においては，三11J1陀ともー果実におけ』る合布ギ

とほほ同様な変化を九一、している。すなわち， !代/爪では

l洞化筏 :~0-40 日にー担1行加が停止し，以後円び附加がみ

られる。カリホノレニアワンダー及び伏見It長では始んど

噌加の傾向がみとめられず， 0.03%以下である。

合有f立においては，際/爪l主合有率と(まほ同様の傾向

がみられる。すなわち開花後 30-40日にーたん増加が

作止する以外は憎力11の傾向があ，'cl..、た。伏見It長，力リホ

ノレニアワンダーはともに合有泣か少なく，大きな変化li

ふられない。
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第 6図 全判旬、こえ、IJるj草花相ItU) ['iめる刈(i-Ui')1 iヒ

:2'17 

3 炭水化物 点、 L11'¥)爪は(Ulのそl川小と比較 LてIIJJI'h二刊行liiJ!!JJでの

(jlcl武三，'，，'，Hiでの]Jfll'i':1こに十ゐ全相lItこJi，J-j'るj"s)じ引の，Ii

める'，i;lh'iの変化合第61-;(1にノJ;Lた。

三lll1 や~i とも '1:，Tiが)1釘• .\'Iこつれ泣 lじ担Ifの I'iめゐ刈 fTがi)，~

少し， Ji立、二-)1/，;1)己似の I~i める 'li;:fjiiの117加lがAられる。 L

J.'J)L相I(U)，Iiめる'jii:IJii!)':/j，/、，1-(~ '() 

4， 窒素化合物

f! 1、ぷ ~111l11H( ーでの Ilfll'I' ，こじける ~~'5;~ ，k~ I 二九Iする IIJ的fl~室

.，~，~O) 1 fj cV)る'jiilJ{i ()) '{[化企;Ji7l記]，二小 Lた。
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第 7図 全 N;二'，J-j一るI1Ji';'iYI:N U1，';める'nlifU)!t化

[11:，; J If\モ i 工 '1 二 fIlt 二 í l'い 11Th訂lS{5;~~ゾγgl1 ~{ì -jJ 、 J't/I)II L， fた

しょ11l<i二↑八、てl工大主 J三党(ヒ点、f亡く、 カリホノレ二アワン

ダーでは1111化伶 1011で減少Lていゐ。 二~\llIllf吊((比較 L

fニ l~/j{ト W:.; J 11¥: 1 他の".，'，，'，\+，1:りも 11r~hrL~'*:-;hu)II_Iめら

主Iliiが少々く司判i二ノドfiliij!りJ.二七L、てhlif(与であ心

考 察

上)，I;rr:，二/たって泊、らJS初111);Jlrii i) ， 40-50 11，こ1¥;ニ許しい

J't/I)II泊、人られた。 Lか LJ.~111201 の HHりではIllj 化倹~'/J ~­

:1 ;11ij1l'，Jで1Il)"，::l~:; 二 j主 L ，以 iを f守イ 1 ヰtは11\ トドゐが‘ f守{j

IIIC:=(i どの;止を~!;r:ちつつ(十ると述へており‘本:試験υ7

f:，'， ~~と/ト々 i) の 111;色が九とめられる。

こ，1Li tJ.、11j191 泊、{~!J. ~t fの'1'ーで，diへてL、<'J'，11く， Cap刊 1-

cin l.fHi;ことって， )立!ム IJcjt の外 iニノ l: ffJ ~1Jîl 条件も，[(波

トウガラシの代}dl'，)二11l:附である1.1¥J 1孔(たしょIIJぃ /c I政J!cl-Cあり、 f'，';jillltJと:11条('1カ， Cap叩 1じInの1Nh'いこと

カリホノレニアワンタ一二 h;トゐ'fcTf，，1，'，1 f仁科1~~泊、ら司'J:.{十、 って 11L も 11í.~ I}J!ーであるというニとカ‘ら考えると司~，'H:íl と

I ft~ : I ~: \二[;\、ては W~" J 1[¥1土IHI化段、1011‘伏見[IJこは 1011司 J.~ 川の 'j~験J~1j {l条1' 1 と合比較し た場合，イぐk!:01では比較

カリホルニアワンダーで:150 II-~ ピーク w 二 jl Iーといら (I'~ 官 \.11 ，，\ 1、 -::~~'k泊、 'Ifi Lたということーこよるのではえし

-}j吃物1ft::I~:-C\ 工 W'" J 1にカリホノレニアワンダ-，ニ h¥、 泊、と考えられる。

てはい111ヒiをほ)11とl主主fこJ，//I)I!O)似I(ω小よさ.伏見IIJえで 以 1"J";Md~1主と IIT ，Iγι分けてじapsaicin U)f，Hu状態/(

;工 4011-::，ぷ主ピークに'LLにと¥'.uヲれるのであっ-c司?千 人ると、~~I主i'Iliでの Capsaicin~r;-イ F十日工二 :illl 怖とも判"二

IIdlf 1n とも(也の吋空 ~~J: と n くづ'Z L i二 'fi':í' t;!，~N 々とり たi!i正変化l土ムとめらJL-J"， /守1Jギではカリホノレニアワ
はλシグモイドカーブ'，-(ノj、-Jιのであるっこのこと111':1' ンダ-IJ;[J日{ヒ依 10-2011に 11 ~i 1';'/ J)11が人とめら !l;'こlJ.

~'f'ら 71 が伏見 IIJくでの桃 11，縦 i 正の花、fヒー二ついて l川代 L 外は三IIJlI，f吊ともlり]らカJ仁WI(，ji1.;L".とめられ/f...)'トった。-

たがtれと づ主 LてL、心 η }jIJfii<I'での Capsellcin:r~ 1 f十日主 -~~jグ) :~イ j:'十f とほ訓I1j

11'，:， J 1に 1たはII'J心力リホノレニアワンターともー，[:.(小 似〈の変化かムられたo ftイildではW:，ノ爪l土f什1ギのJL;台

If( 1 1 ; の J'//I)III 主主に~~皮 lごの J';'U)lli こ (MfL ており、 I;!i.物'ft: とH憾の(1:((1('JI)主人とめられ、 カリホノレニアワンダ一、 ik

ll;日土'I.filiiJ!11Jに↑八、ては九五IL1，li';I: 1'~~I Ji， IJfil中、やnJ勺 ~~ 11μ~Uそのはは卜Yì少であった。このニとカミら W:， J Ir 

のJ';'/lJII. i長!りLこおいては附j'ーでの1';'II)lli二IMfLていると とはJ'r:J{I:町長の Capsaicin泊‘IJfil'Vi二昔、h'i:::れており，力リ

.!5えられるのて:e，'，，'，HW¥1での'¥:.1十If(:1
1
(，乾物1f(:11(の正11干;i¥1)lJ ホノレニアワンダー/えひfk\~II Jくでは 11\;i~~1交の Capsaicin

k二よるピークのHI;臼丸山Mifi，u)'1'1肉YUえ ;:Y :'..1 ~'j、の爪!lIlu) 泊、 ~~'j: うそ{恥ニ比較的J:'j --iこうIイliLているといえる。オ卜

111;主iこよる Lのと!ど、われる。 ウガランでの Capsaicin-i4ifuの大川う}'i111f，1ヤ及び1:I¥ili，t:で

-~~'j、での Cap日1C1n f付 J:十1 で l 土 II'.~" J 1[¥がi山の :川 ，¥ ~j~ ると L 、うニと Jうヘすでi二，1，・7自らへ )~IW1) ;ニ上1)

侃 ι仁1):1るカ汁こI~ : Jく， Iilli七十を:lO-4011 i二 字たんl'i/lJII泊中r" ':~Ii ~百三れている o -j';¥.hち， J~11 1i 1 Capsaicin のうれ必~i
11:した以外は全'1打開III¥J合!日}仁てJ';':1)11のfi:ill(，jIJ、人ら./L司 ï\"lえひ !ti'ii:反日:~/I 'Ç( 工 IJfiドiへと I:i'，~1:/;.::. {{ {Jeすることな削減化7
5011 で IH'JO. :J 7~ iこ注する J小司伏見 IIJく， カリホノレニア IY) ，こ i リ l らカベこしており司~，'j:l\iÍlのが1 沢もまたそれ企fli
ワンダーで i 幻IÚll'~; .f'，'1 i 10ーo:l;;1)，卜) ごあったo ~r;-イ llU- 災 ll; きしている。山山'1'1二険:I:~htニ Capsaicin (工 ~~j!
ιit~\'r L tニ19(ìl カリホノレニアワンタ -(1201 し{た~J. II 泊もらIlfil十"，!どうf自任する1¥宏司 Ilfì l 'ドヵ、ら JI~lr次 L たものと 4.'.('f
w主:1011でピーク i二J生Lたが，11':"J 11¥で¥1;守イj:ドと I，'JU、 。〕泊、J)、Liであるのカ通も Lれf仁いc

に片':1)11/);4われ、Illllヒ伶 1011では治んと {{u，せ j¥2011λ;J，化物fえひ'ギj主化作物の代JHにおける 'I'トウガラシ
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である舵/爪と他の二，'，I"H(との相迎については， IV-!¥ /爪
が{自の二lll1的と比べ、全焦点に対する j'r~約Êlf:常ぷ，及ひ

全糖に対するJ宝凡;糖の占める d刈合が小さく‘この傾1('11土

特に生育!日jJ切において許しかった。

これらの事と Capsaicin 生成苔約とをIt'(]針ιノつけー
て考えるにはさらに多くの 'j~!jij~が4必嬰であるが，日~'Wl(1'9

"二時ノ爪の}]fil十一に I丸、て Capsaicin のIU現する頃と A 

放しており，叉 Capsaicinは明らカ通信二1){水化物代議j{:(粍

てel成立れる事実17).から，特にJlfithm織i二おげる炭水化

物f¥;，泌が Capsa】cm の斗:成及び主主mと街路なI>!Jf系にあ
るものと考えられる。

摘要

トウガラシの主要品絡であるW!;/爪，伏見11長，カリ

ホ Jレニアワンダーの史実の ~~I丸 }]{ìIY\ 在[(fiこおけるた

fj;ニ fl う ~L休!在京，乾物"長:hL }]合!γÇ)土び~)主における

Capsaicin及びIlfi庄における全ii!i. j宝九:棋~，全'ギヲキミ， Ilf 

ti!態笠井(~のIr:j)t!l的変化について訓 ff Ltニ。

1. I主体重量のiドi長て、は三llll怖ともシグモイドカーブ

をノ]えした。すなわち除/爪は[刻化後:¥0LI ，伏見IIKI主40

¥¥，カリホノレニアワンダーは 50Hでピーク hニj主Ltニが，

それらの変化は爪皮のそれとう士した。 )]fil+)えび純子民

では30¥'Iliij 後でほぼ地)mが作Ir:，した。

~， 乾物 i立 i立では!f!~ノ爪，カリホ JレニアワンダーはI~l

IE後 ω 口でなおlî~)JUの傾 I~付命:é\. 、たが， 伏見111三は 40

日でピークに達した。乾物!ltl立の地力lHi三仏陀とも'tYi
liij'¥'は各川;のl骨加， 1愛判工主にNU での l~'IJllによると忠

われる。

3， Capsaicin 1土It(ノ爪ではIJfil十三 i'íi~\ こ I ，MI: し，合有〆本

も，';，j，、が，伏見 11 長，カリホルニアワンダ -1土 fLIì~~度で

待出T¥"iこy，)ーに分イ¥iしていると忠われ， f什T本li版めて

f'Yi少であった。 Capsaicinの変化は舵/爪はつ，i'nこH¥，、
li'1加がみられたが，伏見H長及びカリホノレニアワンダ-

i工20¥¥以降の変化は殆んどみられらかコた。

4， 炭水化物については)]fil'lろでの全戦iこ対する!i)L:眠lt

の;切合の:変化について 1悶 ~t したK:，'， 日ふ I~~ /爪が生育liij'l'

uこおいて{也の二Irl~Jt吊よりゅ1らカ斗こ小さかった。

5. '~ぷ化合物については全'不必 iこえJ するIlf浴態ぷの

'，~II合の変化について ，J'''1i'f したれ'j '-1~， IJ~" ノ爪が'Uflìíj 、いに

おいて(也の二品種と比べ明らかに小さかった。

以上のことから Capsaicin lì\，[~ /爪のIlii時削減Mこ多

く盤的され，その}]tilぇi'，HHi&での'ギkiに1制法びiこ炭水化物

代謝と Capsaicin 生成蓄wとは'&;)長な関Aがあるとjfi会
ぶされる。
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Summary 

ln the present paper， in order to clarify the rela-

tionship between the growth of pepper fruits and 

the constituents thereof， fresh matter， dry matter， 

capsaJcm， carbohydrate and nitrogen in the pepper 

fruits were determined per】odical¥ythroughout the 

development of the fruits 

The fruits of Takanotsume， Fushimi Amanaga and 

California Wonder， typical varieties of pepper in 

]apan， were used as materials 

The results obtained are as fol¥ows: 

(1) The growth curve of fresh matter in pepper 
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showed a sigmoid curve. The flesh weight of Taka- accumulated in the placenta tissue in high concen-

notsume attained its maximum on the :10th day after trations， while in Amanaga and California '̂ァonder
flowering， Fushimi Amanaga on the 40th day， and it was found stored in all parts of the fruit tissue 

California Wonder on the 50th day. The change in low concentrations on the 20th day after flowering. 

pattern was similar to that of the pericarp. 111 all (4) ln the Takanotsume， the variation of the ratio 

varieties， the growth of the placentae and seeds of reducing sugar to total sugar in its placentae was 

terminated on the ::¥Oth day. remarkably lower than that in other varieties in the 

(2) The dry weight of Takanotsume and California ear1y growing period 

W onder increased throughout the entire course of (5) 1n the Takanotsume， the variation of the ratio 

the investigation， but the dry weight of Fushimi of soluble nitrogen in the placenta was lower than 

Amanaga reached its maximum on the 40th day after that in other varieties in the early growing period 

flowering. 1t seemed that in all varieties tested， the (6) From the above mentioned results， it was 

increase of dry matter depended on all tissue parts suggested that the capsaicin in the fruit of Takano-

of the fruit in the ear1y growing period， wherei1s it tsume is produced and accumulated in the placenta 

depended on the seed tissue in the later growing tissue， and that there is a close connection between 

period. nitrogen and carbohydrate metabolism and produc-

(:1) The capsaicin in the fruit of Takanotsume was tion and accumulation of capsaicin. 


